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問
もんだい

題 49　次
つぎ

のうち，ノーマライゼーション（normalization）の原
げんり

理を盛
も

り込
こ

んだ法
ほう

 

律
りつ

（いわゆる「1959 年
ねんほう

法」）を制
せいてい

定した最
さいしょ

初の国
くに

として，正
ただ

しいものを 1 つ選
えら

びなさ

い。

1　デンマーク

2　イギリス

3　アメリカ

4　スウェーデン

5　ノルウェー

問
もんだい

題 50　法
ほうていこうけんせいど

定後見制度において，成
せいねんこうけんにんとう

年後見人等を選
せんにん

任する機
きかんとう

関等として，正
ただ

しいも

のを 1 つ選
えら

びなさい。

1　法
ほうむきょく

務局

2　家
かていさいばんしょ

庭裁判所

3　都
と ど う ふ け ん ち じ

道府県知事

4　市
しちょうそんちょう

町村長

5　福
ふ く し じ む し ょ

祉事務所

障
しょうがい

害 の理
りかい

解
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問
もんだい

題 51　次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，障
しょうがい

害を受
じゅよう

容した心
しんりてきだんかい

理的段階にみられる言
げんどう

動として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　障
しょうがい

害があるという自
じかく

覚がない。

2　周
しゅうい

囲に不
ふまん

満をぶつける。

3　自
じぶん

分が悪
わる

いと悲
ひかん

観する。

4　価
か ち か ん

値観が転
てんかん

換し始
はじ

める。

5　できることに目
め

を向
む

けて行
こうどう

動する。

問
もんだい

題 52　統
とうごうしっちょうしょう

合失調症（schizophrenia）の特
とくちょうてき

徴的な 症
しょうじょう

状 として，最
もっと

も適
てきせつ

切なも

のを 1 つ選
えら

びなさい。

1　振
しんせん

戦せん妄
もう

2　妄
もうそう

想

3　強
きょうはくせいしょうがい

迫性障害

4　抑
よく

うつ気
きぶん

分

5　健
けんぼう

忘
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問
もんだい

題 53　Ｂさん（60 歳
さい

，男
だんせい

性）は，一
ひ と り ぐ

人暮らしをしている。糖
とうにょうびょうせいもうまくしょう

尿病性網膜症

（diabetic retinopathy）による視
しかくしょうがい

覚障害（身
しんたいしょうがいしゃてちょう

体障害者手帳 1 級
きゅう

）があり，末
まっしょうしんけい

梢神経 

障
しょうがい

害の 症
しょうじょう

状 がでている。Ｂさんの日
にちじょうせいかつ

常生活において，介
かいごふくししょく

護福祉職が留
りゅうい

意すべき

点
てん

として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　水
すいしょうたい

晶体の白
はくだく

濁

2　口
こうくうねんまく

腔粘膜や外
がいいんぶ

陰部の潰
かいよう

瘍

3　振
しんせん

戦や筋
きんこしゅく

固縮

4　足
あしさき

先の傷
きず

や壊
え そ

疽などの病
びょうへん

変

5　感
かんおんせい

音性の難
なんちょう

聴

問
もんだい

題 54　Ｃさん（55歳
さい

，男
だんせい

性）は，5年
ねんまえ

前に筋
きんいしゅくせいそくさくこうかしょう

萎縮性側索硬化症（amyotrophic lateral  

sclerosis：ＡＬＳ）と診
しんだん

断された。現
げんざい

在は 症
しょうじょう

状 が進
しんこう

行して，日
にちじょうせいかつどうさ

常生活動作に介
かいご

護

が必
ひつよう

要で，自
じたく

宅では電
でんどうくるま

動車いすと特
とくしゅしんだい

殊寝台を使
しよう

用している。

次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，Ｃさんの現
げんざい

在の状
じょうたい

態として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさ

い。

1　誤
ごえん

嚥せずに食
しょくじ

事することが可
かのう

能である。

2　明
めいりょう

瞭に話
はな

すことができる。

3　身
しんたい

体の痛
いた

みがわかる。

4　自
じりき

力で痰
たん

を排
はいしゅつ

出できる。

5　箸
はし

を上
じょうず

手に使
つか

える。
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問
もんだい

題 55　Ｄさん（36 歳
さい

，女
じょせい

性，療
りょういくてちょうしょじ

育手帳所持）は，一
ひ と り ぐ

人暮らしをしながら地
ちいき

域の作
さ

 

業
ぎょうしょ

所に通
かよ

っている。身
み

の回
まわ

りのことはほとんど自
じぶん

分でできるが，お金
かね

の計
けいさん

算，特
とく

に計
けいかくてき

画的にお金
かね

を使
つか

うのが苦
にがて

手だった。そこで，社
しゃかいふくしきょうぎかい

会福祉協議会の生
せいかつしえんいん

活支援員と一
いっ

 

緒
しょ

に銀
ぎんこう

行へ行
い

って， 1 週
しゅうかん

間ごとにお金
かね

をおろして生
せいかつ

活するようになった。小
こづか

遣い

帳
ちょう

に記
きろく

録をするようにアドバイスを受
う

けて，お金
かね

を計
けいかくてき

画的に使
つか

うことができるよ

うになった。

次
つぎ

のうち，Ｄさんが活
かつよう

用した支
しえん

援を実
じっし

施する事
じぎょう

業として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1  

つ選
えら

びなさい。

1　障
しょうがいしゃそうだんしえんじぎょう

害者相談支援事業

2　自
じりつせいかつえんじょじぎょう

立生活援助事業

3　日
にちじょうせいかつじりつしえんじぎょう

常生活自立支援事業

4　成
せいねんこうけんせいどりようしえんじぎょう

年後見制度利用支援事業

5　日
にちじょうせいかつようぐきゅうふとうじぎょう

常生活用具給付等事業

問
もんだい

題 56　次
つぎ

のうち，障
しょうがい

害の特
とくせい

性に応
おう

じた休
きゅうけいじかん

憩時間の調
ちょうせい

整など，柔
じゅうなん

軟に対
たいおう

応する

ことで障
しょうがいしゃ

害者の権
けんり

利を確
かくほ

保する考
かんが

え方
かた

を示
しめ

すものとして，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1  

つ選
えら

びなさい。

1　全
ぜんにんげんてきふっけん

人間的復権

2　合
ごうりてきはいりょ

理的配慮

3　自
じりつせいかつうんどう

立生活運動

4　意
いしけっていしえん

思決定支援

5　共
きょうどうせいかつえんじょ

同生活援助
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問
もんだい

題 57　「障
しょうがいしゃそうごうしえんほう

害者総合支援法」において，障
しょうがいふくし

害福祉サービスを利
りよう

用する人
ひと

の意
いこう

向のも

とにサービス等
とうりようけいかくあん

利用計画案を作
さくせい

成する事
じぎょうしょ

業所に置
お

かなければならない専
せんもんしょく

門職とし

て，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　介
かいごしえんせんもんいん

護支援専門員（ケアマネジャー）

2　社
しゃかいふくしし

会福祉士

3　介
か い ご ふ く し し

護福祉士

4　民
みんせいいいん

生委員

5　相
そうだんしえんせんもんいん

談支援専門員

（注
ちゅう

）　「障
しょうがいしゃそうごうしえんほう

害者総合支援法」とは，「障
しょうがいしゃ

害者の日
にちじょうせいかつおよ

常生活及び社
しゃかいせいかつ

会生活を総
そうごうてき

合的に支
しえん

援

するための法
ほうりつ

律」のことである。

問
もんだい

題 58　家
かぞく

族の介
かいごりょく

護力をアセスメントするときの視
してん

点に関
かん

する記
きじゅつ

述として，最
もっと

も

適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　障
しょうがいしゃこじん

害者個人のニーズを重
じゅうし

視する。

2　家
かぞく

族のニーズを重
じゅうし

視する。

3　家
かぞくこうせいいん

族構成員の主
しゅかん

観の共
きょうつうぶぶん

通部分を重
じゅうし

視する。

4　家
かぞく

族を構
こうせい

成する個
こじん

人と家
かぞくぜんたい

族全体の生
せいかつ

活を見
み

る。

5　支
しえんしゃ

援者の視
してん

点や価
か ち か ん

値観を基
きじゅん

準にする。


